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昭和37年7月。同，サンプルロ テー ジ三ンと経済時系列. ，商学論纂」第四巻第4号，昭和42
午11月.ζれらは具体的に個々 の政府標本統計申時味，問題点の指摘をおこなった桐である.
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74 (172) 第116巷第3・4号
る確率化が行なわれるからである。 r母集団から試料抽出法によって試料をつ
〈るという操作としては色々あり得る。・・・・ (1')1つの集団 E なるものを想
定する， ....•. (2')集団 H は等質化，標識化，数量化されτいるものとする。
(3')集団 H から，任意抽出法により，全く逢機的に (atrandom)に1つの
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4 また抽出誤美のコ Y トローノレにしても，一回しか行なわれない標本調査
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まず 6. と 7 の母集団に関するものについ亡みよう。 庄の「技術派J
は母集団士変量としてみているというのは，森下二次也)'Cが山された批判であ
る拙。 ここでし、う母集団とは調査対象として定義されたものすべての集りであ
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82 (1削〕 第 116巻第3.4号
この定理が応用されるためには xは確率変数でなければならない。 また
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あとがき
おもに. I以後でとりあげてきた母集団概念，任意化，一回限りの標本調査
における確率的推論の問題についての批判は，いづれも統計的推論の方法に対
Lて，根底からその科学性に疑問をさしはさむものであった。これらの問題に
対して否定的なこたえが出されるとするなら，統計的推論的結果えられた数値
は，はたしてどのような意味をもつであろうか。統計値に対して社会科学的考
察が加えられねばならないのはもちろんであるが，統計的推論の方法がなんら
の科学性ももたないものであれば，社会科学的考察も無意味になるだろう。標
本統計の利用は拒否されねばならないだろう。したが司て具体的な標本統計批
判のためにも，これらの問題は明確にきれねばならないといえよう C
